
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
収納筒体（２１）に、先端側にブラシ毛（２８）を有するブラシ本体（２７）が収納され
、収納筒体（２１）の長手方向に長孔（２４）が設けられ、長孔（２４）の両端側に、前
係止孔部（３１）と後係止孔部（３２）とが設けられ、ブラシ本体（２７）に操作体（３
３）が長孔（２４）から外方突出するように設けられ、長孔（２４）内をその長手方向に
沿って移動可能となるように長孔（２４）に挿通される挿通部（５０）と、長孔（２４）
内を移動不能となるように前係止孔部（３１）又は後係止孔部（３２）に係合する係合部
（５１）とが、操作体（３３）に設けられ、操作体（３３）を外方突出方向に付勢する付
勢手段が設けられ、挿通部（５０）を長孔（２４）に挿通させた状態で操作体（３３）を
長孔（２４）に沿って移動操作することにより、ブラシ毛（２８）が収納筒体（２１）内
に収まる収納位置Ａとブラシ毛（２８）が収納筒体（２１）の先端から突出する使用位置
Ｂとに、ブラシ本体（２７）が移動するように構成され、ブラシ本体（２７）が使用位置
Ｂに移動したとき、前記付勢手段の付勢により、係合部（５１）が前係止孔部（３１）に
係合してブラシ本体（２７）を収納筒体（２１）に対して移動不能に係止すると共に、ブ
ラシ本体（２７）が収納位置Ａに移動したとき、前記付勢手段の付勢により、係合部（５
１）が後係止孔部（３２）に係合してブラシ本体（２７）を収納筒体（２１）に対して移
動不能に係止するようにした化粧用ブラシにおいて、
前記付勢手段がバネ（４９）により構成され、ブラシ本体（２７）に、操作体（３３）の
外方突出方向に収納凹部（４７）とバネ収納部（４８）とが設けられ、収納凹部（４７）
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に操作体（３３）が外方突出方向に移動自在に収納保持され、バネ収納部（４８）に、操
作体（３３）を外方突出する方向に付勢するように前記バネ（４９）が収納され

ことを特徴とする化粧用ブラシ。
【請求項２】
前記ブラシ本体（２７）は、前記先端側のブラシ毛（２８）を束状に保持するブラシ保持
具（２９）を有し、ブラシ保持具（２９）に、前記収納凹部（４７）とバネ収納部（４８
）とが、前記操作体（３３）の外方突出方向に一列状に形成されていることを特徴とする
請求項１に記載の化粧用ブラシ。
【請求項３】
前記規制部材（５５）は、ブラシ毛（２８）が長孔（２４）から突出しないように規制す
る規制位置Ｃと、操作体（３３）の移動操作を妨げないように退避する退避位置Ｄとに移
動自在とされ、ブラシ本体（２７）のブラシ毛（２８）が長孔（２４）側に位置するとき
、規制部材（５５）が規制位置Ｃに位置すると共に、ブラシ本体（２７）のブラシ毛（２
８）が長孔（２４）の前方に位置するとき、規制部材（５５）が退避位置Ｄに位置するよ
うに、規制部材（５５）が操作体（３３）の移動操作に連動せしめられていることを特徴
とする に記載の化粧用ブラシ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、パウダーブラシ等の化粧用ブラシに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
パウダーブラシ等の化粧用ブラシには、図１２～図１５に示すように、収納筒体１に、先
端側にブラシ毛２を有するブラシ本体３を収納し、収納筒体１の長手方向に長孔４を設け
、長孔４の両端側に、前係止孔部５と後係止孔部６とを設けている。ブラシ本体３は、先
端側のブラシ毛２を束状に保持するブラシ保持具７を有し、ブラシ保持具７に一対の摺動
脚部８が基端側に突出され、一方の摺動脚部８に操作体９が突設され、この摺動脚部８は
、図１４に示すように内方に弾性変形可能に構成されている。操作体９は、ブラシ本体３
に長孔４から収納筒体１の外方に突出した操作頭部１０と、長孔４内をその長手方向に沿
って移動可能となるように長孔４に挿通される挿通部１２と、長孔４内を移動不能となる
ように前係止孔部５又は後係止孔部６に係合する係合部１３とを有している。
【０００３】
そして、操作体９を突設した一方の摺動脚部８を弾性変形可能に構成することにより、該
一方の摺動脚部８によって操作体９を外方突出方向に付勢する付勢手段を構成し、操作体
９の挿通部１２を長孔４に挿通させた状態で操作体９を長孔４に沿って移動操作すること
により、ブラシ毛２が収納筒体１内に収まる収納位置とブラシ毛２が収納筒体１の先端か
ら突出する使用位置とに、ブラシ本体３が移動するように構成し、ブラシ本体２７が使用
位置に移動したとき、前記付勢手段の付勢により、係合部１３が前係止孔部５に係合して
ブラシ本体３を収納筒体１に対して移動不能に係止すると共に、ブラシ本体３が収納位置
に移動したとき、前記付勢手段の付勢により、係合部１３が後係止孔部６に係合してブラ
シ本体３を収納筒体１に対して移動不能に係止するようにしたものがある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、従来の場合、一方の摺動脚部８の弾性力により、操作体９が十分に外方突出する
ように付勢できるようにするため、摺動脚部８をある程度長く形成して、摺動脚部８の弾
性屈曲部１５から基端側に十分離れた位置に操作体９を突出する必要があり、従って、操
作体９の移動量を十分確保するために摺動脚部８を比較的長く形成しており、このためブ
ラシ本体３乃至収納筒体１が長くなって、化粧用ブラシ全体が長くなり、化粧用ブラシを
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、
　収納筒体（２１）とブラシ本体（２７）との間に、前記長孔（２４）からブラシ本体（
２７）のブラシ毛（２８）が外方突出しないように規制する規制部材（５５）が設けられ
ている

請求項１又は２



コンパクトに形成することができなくなるという問題があった。
【０００５】
本発明は上記問題点に鑑み、ブラシ本体を収納筒体に対して収納位置と使用位置に位置決
め固定することができると同時に、化粧用ブラシをコンパクトに形成することができるよ
うにしたものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
この技術的課題を解決するための本発明の技術的手段は、収納筒体２１に、先端側にブラ
シ毛２８を有するブラシ本体２７が収納され、収納筒体２１の長手方向に長孔２４が設け
られ、長孔２４の両端側に、前係止孔部３１と後係止孔部３２とが設けられ、ブラシ本体
２７に操作体３３が長孔２４から外方突出するように設けられ、長孔２４内をその長手方
向に沿って移動可能となるように長孔２４に挿通される挿通部５０と、長孔２４内を移動
不能となるように前係止孔部３１又は後係止孔部３２に係合する係合部５１とが、操作体
３３に設けられ、操作体３３を外方突出方向に付勢する付勢手段が設けられ、挿通部５０
を長孔２４に挿通させた状態で操作体３３を長孔２４に沿って移動操作することにより、
ブラシ毛２８が収納筒体２１内に収まる収納位置Ａとブラシ毛２８が収納筒体２１の先端
から突出する使用位置Ｂとに、ブラシ本体２７が移動するように構成され、ブラシ本体２
７が使用位置Ｂに移動したとき、前記付勢手段の付勢により、係合部５１が前係止孔部３
１に係合してブラシ本体２７を収納筒体２１に対して移動不能に係止すると共に、ブラシ
本体２７が収納位置Ａに移動したとき、前記付勢手段の付勢により、係合部５１が後係止
孔部３２に係合してブラシ本体２７を収納筒体２１に対して移動不能に係止するようにし
た化粧用ブラシにおいて、
前記付勢手段がバネ４９により構成され、ブラシ本体２７に、操作体３３の外方突出方向
に収納凹部４７とバネ収納部４８とが設けられ、収納凹部４７に操作体３３が外方突出方
向に移動自在に収納保持され、バネ収納部４８に、操作体３３を外方突出する方向に付勢
するように前記バネ４９が収納され

点にある。
【０００７】
本発明の他の技術的手段は、前記ブラシ本体２７は、前記先端側のブラシ毛２８を束状に
保持するブラシ保持具２９を有し、ブラシ保持具２９に、前記収納凹部４７とバネ収納部
４８とが、前記操作体３３の外方突出方向に一列状に形成されている点にある
【０００８】
本発明の他の技術的手段は、前記規制部材５５は、ブラシ毛２８が長孔２４から突出しな
いように規制する規制位置Ｃと、操作体３３の移動操作を妨げないように退避する退避位
置Ｄとに移動自在とされ、ブラシ本体２７のブラシ毛２８が長孔２４側に位置するとき、
規制部材５５が規制位置Ｃに位置すると共に、ブラシ本体２７のブラシ毛２８が長孔２４
の前方に位置するとき、規制部材５５が退避位置Ｄに位置するように、規制部材５５が操
作体３３の移動操作に連動せしめられている点にある。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面に基いて説明する。
図１～図７は化粧用ブラシの一例として顔に白粉を付けるためのパウダーブラシを示して
いる。同図において、２１は収納筒体で、長方形の筒状に形成された胴部２２と、基端に
設けられた閉塞壁２５とを有し、収納筒体２１の先端に先端開口部２３が設けられ、基端
は閉塞されている。収納筒体２１の胴部２２に長孔２４が長手方向に形成されている。長
孔２４の両端側に、前係止孔部３１と後係止孔部３２とが設けられている。
【００１０】
２７はブラシ本体で、先端側に束ねられた多数のブラシ毛２８を有すると共に、該先端側
のブラシ毛２８を束状に保持するブラシ保持具２９を有している。ブラシ本体２７はブラ
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、
　収納筒体２１とブラシ本体２７との間に、前記長孔２４からブラシ本体２７のブラシ毛
２８が外方突出しないように規制する規制部材５５が設けられている

。



シ毛２８が先端開口部２３から出退するように収納筒体２１内に長手方向移動自在に収納
されている。
ブラシ本体２７に、操作体３３が長孔２４から外方突出するように設けられている。この
操作体３３は、特に図７、図１、図２に示すように、操作部材３４とブロック状の支持部
材３５とを有し、操作部材３４は操作頭部３７と一対の取付脚部３８とを有している。支
持部材３５には、上端開放状の取付溝４１が設けられと共に、取付溝４１を挟んで半割円
柱状の一対の凸状部４２が設けられている。操作部材３４の一対の支持脚部３８を、支持
部材３５の取付溝４１に挿入し、取付脚部３８先端の係合爪４３を、支持部材３５の取付
溝４１の開口縁部に係合して抜け止めすることにより、操作部材３４が支持部材３５に装
着されている。
【００１１】
前記ブラシ本体２７のブラシ保持具２９基端部に、操作体３３の外方突出方向に収納凹部
４７とバネ収納部４８とが設けられている。この収納凹部４７とバネ保持部４８とは、操
作体３３の突出方向に一列状に形成されている。収納凹部４７に支持部材３５が摺動自在
に嵌合されて、操作体３３が収納凹部４７に外方突出方向に移動自在に収納保持されてい
る。バネ収納部４８に、操作体３３を外方突出する方向に付勢するコイルバネ４９が収納
されている。
そして、一対の取付脚部３８の基部が、長孔２４内をその長手方向に沿って移動可能とな
るように長孔２４に挿通される挿通部５０とされ、操作体３３の支持部材３５の一対の凸
状部４２が、長孔２４内を移動不能となるように前係止孔部３１又は後係止孔部３２に係
合する係合部５１とされている。操作部材３４の操作頭部３７は長孔２４より収納筒体２
１の外部に突出されている。
【００１２】
挿通部５０を長孔２４に挿通させた状態で、操作体３３を長孔２４に沿って該長孔２４の
基端側に移動操作することにより、図１及び図３に示す如くブラシ毛２８が収納筒体２１
内に収まる収納位置Ａに、ブラシ本体２７が移動すると共に、操作体３３を長孔２４に沿
って該長孔２４の先端側に移動操作することにより、図８に示す如くブラシ毛２８が収納
筒体２１の先端から突出する使用位置Ｂに、ブラシ本体２７が移動するように構成されて
いる。
また、ブラシ本体２７が使用位置Ｂに移動したとき、前記バネ４９の付勢により、係合部
５１が前係止孔部３１に係合してブラシ本体２７を収納筒体２１に対して移動不能に係止
すると共に、ブラシ本体２７が収納位置Ａに移動したとき、前記バネ４９の付勢により、
係合部５１が後係止孔部３２に係合してブラシ本体２７を収納筒体２１に対して移動不能
に係止するようになっている。
【００１３】
収納位置Ａにあるブラシ本体２７のブラシ毛２８の中途部に長孔２４の先端が達するよう
に、前記長孔２４は収納筒体２１の胴部２２に形成され、収納筒体２１とブラシ本体２７
との間に、長孔２４からブラシ本体２７のブラシ毛２８が外方突出しないように規制する
規制部材５５が設けられている。
規制部材５５は図６に示すように長方形板状に形成され、規制部材５５の基端側に、前記
長孔２４に対応して該長孔２４の半分程度の長さの長孔５６が設けられている。規制部材
５５の先端側は、長孔２４の先端側とブラシ本体２７のブラシ毛２８との間を塞ぐ閉塞部
５７とされている。
【００１４】
規制部材５５の長孔５６の先端側縁部に、先端ストッパー５９が突設され、規制部材５６
の長孔５６の基端側縁部に、基端ストッパー６０が突設されている。先端ストッパー５９
が長孔５６の先端開口縁部に接当して、規制部材５５の先端側への移動を後述の退避位置
Ｄで規制し、基端ストッパー６０が長孔２４の基端開口縁部に接当して、規制部材５５の
基端側への移動を後述の規制位置Ｃで規制するようになっている。
前記操作体３３の支持部材３５の挿通部５０側の端部が、前記収納筒体２１の長孔２４と
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規制部材５５の長孔５６とに挿通されている。これにより、規制部材５５が、長孔２４か
らブラシ本体２７のブラシ毛２８が外方突出しないように規制すると共に、規制部材５５
が、操作体３３の移動操作に連動して、操作体３３が長孔２４に沿って長孔２４の先端側
を移動するのを妨げないように、退避可能に構成されている。
【００１５】
即ち、長孔２４の先端側とブラシ本体２７のブラシ毛２８との間を閉塞部５７で塞ぐ規制
位置Ｃと、操作体３３が長孔２４に沿って長孔２４の先端側を移動するのを妨げないよう
に、閉塞部５７が収納筒体２１の長孔２４前方に位置する退避位置Ｄとに、規制部材５５
は移動自在とされ、図３に示す如くブラシ本体２７のブラシ毛２８が長孔２４側に位置す
るとき、ブラシ毛２８が長孔２４から突出しないように、規制部材５５が規制位置Ｃに位
置すると共に、図８に示す如くブラシ本体２７のブラシ毛２８が長孔２４の前方に位置す
るとき、操作体３３の移動操作を妨げないように、規制部材５５が退避位置Ｄに位置する
ように、規制部材５５が操作体３３の移動操作に連動するようになっている。
【００１６】
６１は収納筒体２１に着脱自在に套嵌されるキャップである。
上記実施の形態によれば、化粧用ブラシを使用する場合、図１に示すようにブラシ本体２
７が収納位置Ａにある状態から、キャップ６１を収納筒体２１から取り外した後、操作体
３３の操作頭部３７をバネ４９に抗して押圧することにより、係合部５１を後係止孔部３
２から収納筒体１内に外して、長孔２４に挿通部５０を挿通した状態にする。その後、操
作体３３を長孔２４に沿って該長孔２４の先端側に移動操作すればよく、これによりブラ
シ本体２７が収納筒体２１に対して先端側に移動し、図８に示すようにブラシ本体２７が
使用位置Ｂに移動したとき、操作体３３が規制部材５５の先端ストッパー５９を介して長
孔２４の先端開口縁部に接当し、ブラシ毛２８が収納筒体２１の先端開口部２３から突出
した使用状態になる。また、ブラシ本体２７が使用位置Ｂに移動したとき、前記バネ４９
の付勢により、操作体３３が突出方向外方に押圧され、挿通部５０が長孔５６から外れて
収納筒体２１の外方に突出すると共に、係合部５１が前係止孔部３１に係合してブラシ本
体２７を収納筒体２１に対して移動不能に係止する。これにより、ブラシ本体２７が収納
筒体２１に対して使用位置Ｂに位置決め固定される。
【００１７】
このように、ブラシ本体２７が収納位置Ａから使用位置Ｂに移動する際において、ブラシ
本体２７のブラシ毛２８が長孔２４の先端側に位置するとき、規制部材５５が規制位置Ｃ
にあるため、長孔５６の先端側とブラシ本体２７のブラシ毛２８との間を規制部材５５の
閉塞部５７で塞ぎ、ブラシ毛２８が長孔２４から突出しないように、規制部材５５が規制
する。
そして、ブラシ本体２７が収納位置Ａから使用位置Ｂに移動する途中で、操作体３３が規
制部材５５の先端ストッパー５９（長孔５６の先端開口縁部）に接当し、操作体３３が規
制部材５５を先端側に押圧する。従って、ブラシ本体２７が収納位置Ａから使用位置Ｂ側
に移動して、ブラシ本体２７のブラシ毛２８が長孔２４の前方に位置するようになると、
操作体３３により先端ストッパー５９が押圧されて、規制部材５５が次第に先端側に移動
し、最終的には先端ストッパー５９が長孔２４の先端開口縁部に接当して、操作体３３の
移動操作を妨げないように規制部材５５が退避位置Ｄに移動するため、操作体３３が長孔
２４に沿って長孔２４の先端側を移動するのを妨げることがなくなる。
【００１８】
化粧用ブラシを使用した後にブラシ本体２７を収納筒体２１に収納する場合、図８に示す
ようにブラシ本体２７が使用位置Ｂにある状態から、操作体３３の操作頭部３７をバネ４
９に抗して押圧することにより、係合部５１を前係止孔部３１から収納筒体２１内に外し
て、長孔２４に挿通部５０を挿通した状態にする。その後、操作体３３を長孔２４に沿っ
て該長孔２４の基端側に移動操作すればよく、これによりブラシ本体２７が収納筒体２１
に対して基端側に移動して、ブラシ本体２７が収納位置Ａに移動し、ブラシ毛２８が収納
筒体２１内に収まる。また、ブラシ本体２７が収納位置Ａに移動したとき、前記バネ４９
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の付勢により、操作体３３が突出方向外方に押圧され、挿通部５０が長孔５６から外れて
収納筒体２１の外方に突出すると共に、係合部５１が後係止孔部３２に係合してブラシ本
体２７を収納筒体２１に対して移動不能に係止する。これにより、ブラシ本体２７が収納
筒体２１に対して使用位置Ｂに位置決め固定される。
【００１９】
このように、ブラシ本体２７が使用位置Ｂから収納位置Ａに移動する途中において、操作
体３３が規制部材５５の長孔５６内を基端側に移動して、操作体３３が規制部材５５の基
端ストッパー６０に接当し、操作体３３が規制部材５５を基端側に押圧する。
その結果、操作体３３により基端ストッパー６０が押圧されて、規制部材５５が次第に基
端側に移動し、最終的には基端ストッパー６０が長孔２４の基端開口縁部に接当して、規
制部材５５の基端側への移動が規制され、規制部材５５が規制位置Ｃに移動して止まる。
従って、規制部材５５が退避位置Ｄから規制位置Ｃに移動し、長孔２４の先端側とブラシ
本体２７のブラシ毛２８との間を規制部材５５の閉塞部５７で塞いだ状態になる。
【００２０】
従って、ブラシ本体２７に、操作体３３の外方突出方向に収納凹部４７とバネ収納部４８
とが設けられ、収納凹部４７に操作体３３が外方突出方向に移動自在に収納保持され、バ
ネ収納部４８に、操作体３３を外方突出する方向に付勢するように前記バネ４９が収納さ
れているので、従来のように操作体の移動量を確保するためにブラシ本体を長く形成する
必要がなくなり、このためブラシ本体２７乃至収納筒体２１が極力短くなって、ブラシ本
体２７を収納筒体２１に対して収納位置Ａと使用位置Ｂに位置決め固定することができる
と同時に、化粧用ブラシ全体が短くなり、化粧用ブラシをコンパクトに形成することがで
きる。
【００２１】
また、収納筒体２１とブラシ本体２７との間に、長孔２４からブラシ本体２７のブラシ毛
２８が外方突出しないように規制する規制部材５５があるため、ブラシ本体２７を使用位
置Ｂに移動させる際に、規制部材５５により、ブラシ毛２８が長孔２４の先端側縁部に引
っ掛かかってブラシ毛２８が折れ曲がるのを確実に防止することができる。しかも、長孔
２４の先端が、収納位置Ａにあるブラシ本体２７のブラシ毛２８の中途部に位置するよう
に、長孔２４を形成しているので、収納筒体２１及びブラシ本体２７を極力短く形成する
ことができ、この点からも、化粧用ブラシ全体を短くてコンパクトに形成することができ
る。
【００２２】
図９は他の実施の形態を示し、前記規制部材５５の基端ストッパー６０を、長手方向基端
側に延長すると共にＬ字状に屈曲して形成し、収納筒体２１の閉塞壁２５に接当させるよ
うにしたものである。その他の点は前記図１～図８の実施の形態の場合と同様の構成であ
る。
図１０は他の実施の形態を示し、前記規制部材５５を収納筒体２１に対応する筒状に形成
し、この規制部材５５を収納筒体２１に長手方向移動自在に内嵌するようにしたものであ
る。その他の点は前記図１～図８の実施の形態の場合と同様の構成である。
【００２３】
図１１は他の実施の形態を示し、前記規制部材５５を収納筒体２１に対応するＵ字状に形
成し、規制部材５５を収納筒体２１に長手方向移動自在に内嵌するようにしたものである
。その他の点は前記図１～図８の実施の形態の場合と同様の構成である。
【００２４】
【発明の効果】
本発明によれば、ブラシ本体２７を収納筒体２１に対して収納位置Ａと使用位置Ｂに位置
決め停止することができると同時に、化粧用ブラシをコンパクトに形成することができる
。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態を示す不使用状態の拡大側断面図である。
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【図２】同不使用状態の背面断面図である。
【図３】同不使用状態の側断面図である。
【図４】同不使用状態の平面図である。
【図５】図１のＡ－Ａ線断面図である。
【図６】同規制部材の平面図である。
【図７】操作体の分解斜視図である。
【図８】同使用状態の側断面図である。
【図９】他の実施の形態を示す側面断面図である。
【図１０】他の実施の形態を示す背面断面図である。
【図１１】他の実施の形態を示す背面断面図である。
【図１２】従来例を示す不使用状態の側断面図である。
【図１３】同不使用状態の平面図である。
【図１４】同ブラシ本体を収納位置から使用位置に移動する途中の側断面図である。
【図１５】同使用状態の側断面図である。
【符号の説明】
２１　　収納筒体
２４　　長孔
２７　　ブラシ本体
２８　　ブラシ毛
３１　　前係止孔部
３２　　後係止孔部
３３　　操作体
４７　　収納凹部
４８　　バネ収納部
４９　　コイルバネ
５０　　挿通部
５１　　係合部
５５　　規制部材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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